
第１学年 学級活動（２）学習指導案 

 

令和７年 11 月７日第５校時 

日和佐中学校１年Ａ組 21 名 

指導者    Ｔ１ 学級担任 

 Ｔ２ 栄養教諭 

１ 題材 「健康につながる間食のとり方を考えよう」 

  （２）オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

 

２ 題材について 

 (１) 生徒の実態 

本学級は物事に一生懸命取り組める生徒が多く、授業中でも積極的に発言をする様子も見ら

れる。給食では、他学年と比べて残食が少なく、給食についての質問も受けることから、食につ

いての関心が高い学級だと感じている。10 月に実施した間食しらべでは、１日にとる間食が

200kcal を超えていると推測される生徒が、平日は 47.6％、休日は 52.3％だった。また、間食

の頻度については、間食を「毎日とる」生徒が 36.8％、「週に４～６日とる」生徒が 31.6％、

「週に１～３日とる」生徒が 31.6％と、回答者全員が週に１日は間食をとっていた。喫食内容

は、「スナック菓子」「クッキー・ビスケット」「菓子パン」「アイス」の回答が多く、間食の

量や選び方に課題が見られた。 

 

 (２) 題材設定の理由 

生徒の実態から、間食の意義や役割を理解し、「内容・量・タイミング」を意識して、心身と

もに健康的に間食を選ぶことができる力を育てたいと考えた。また、単に間食を制限するものと

してとらえるのではなく、心の安らぎや楽しみとして上手に取り入れることも、健康的な生活に

は欠かせない要素であることも認識できるようにしたい。健康に気を遣うだけでなく、楽しみな

がら間食をとることができるよう、本題材を設定した。 

 

 (３) 指導にあたって 

初めに、間食選びでの活動をもとに、生徒自身が間食の実態を振り返り、栄養面での特徴や適

切な量について、実感を伴って理解できるようにする。これにより、自分の間食に関する課題を

認識し、改善の意識を持つことができるようにしたい。また、「友達と過ごすとき」「補食とし

て」「夜食として」というように、生徒の生活に即した具体的な場面を設定し、生徒が自らの生

活に照らして思考し、適切に判断する力を育てることを目指す。さらに、間食が心の健康にも関

わることを理解し、健康的に間食をとる方法について考えることで、自分自身の生活を見直すき

っかけとしたい。栄養面だけでなく、心の面にも目を向けることで、より豊かな生活習慣の形成

につなげていく。 

 

３ 食育の視点 

  ・自身の間食のとり方を見直し、よりよい食習慣を形成しようとする意欲をもつ。 

〈心身の健康〉 

  ・心身の健康を考え、間食の内容や量を調節することができる。〈食品を選択する能力〉 

 

 

 



４ 活動の流れと指導上の留意点・評価規準 

 活動内容 時間 指導上の留意点 評価規準 

事前 

の 

活動 

「間食しらべ」

に記入する。 

10 月下旬 

 

 

・食生活について調査し、表や

グラフにまとめる。 

・これまでの生活を振り返る

時間を設け、課題への意欲を

高められるようにする。 

◎自己の食生活を進

んで振り返り、間食

のとり方について

知識を深めようと

している。【主体的

態度】 

本時 
「健康につながる

間食のとり方を考

えよう」 

11/７(金) 

（本時） 
本時の学習に記載 

事後 

の 

活動 

自分の考えため

あてについて振り

返る。 

11/８(土) 

～

11/11(火) 

実践化に向けて継続した取

組になるよう助言する。 

◎自己の望ましい食

生活を構築しよう

としている。 

【主体的態度】 

 

 

 

 

５ 本時の活動 

 (１) ねらい 

自身の食生活についての課題に気付き、心身ともに健康にすごすための間食のとり方を考え、

実践しようとすることができるようにする。 

 

 (２) 展 開 

時

間
 学習活動

 
指導上の留意点

 目指す生徒の姿と 

評価方法
 

5

分 

 

 

 

10

分 

 

 

 

 

 

20

分 

 

 

 

１ 自己の食生活を振り返

り、本時の学習のめあてを

つかむ。（つかむ） 

 

 

２ 適切な間食のとり方につ 

いて知る。 

 

 

 

 

 

３ タブレットを用いた活動

を通して、様々な場面での

適切な間食のとり方につい

て話し合い、発表する。 

(さぐる） 

○間食しらべの結果を提示し、間食の意

義について問いかけ、本時の学習課題

につなげる。（Ｔ１） 

 

 

〇間食をとる際に大切なことは「内容・

量・タイミング」であることを伝える。            

（Ｔ２） 

〇生徒が間食によくとる食品や、不足し

がちな栄養素を補う食品の特徴につ

いて説明する。       （Ｔ２） 

 

〇班ごとに場面を設定し、各場面に応

じた間食の選び方を考えることがで

きるようにする。 （Ｔ１・Ｔ２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康につながる間食のとり方を考えよう 

 



 

10

分 

 

 

 

５

分 

 

 

４ 普段食べている間食につ

いて振り返り、課題や改善

方法を考え、発表する。 

（見つける） 

 

５ 自分が間食をとる際に気

をつけるめあてを決める。 

（決める） 

 

〇間食しらべを見ながら、自身の間食

において、「内容・量・タイミン

グ」が適切か見直すよう助言をす

る。       （Ｔ１・Ｔ２） 

 

〇健康を損なわずに間食を楽しむため

の目標を具体的に考えられるように

する。      （Ｔ１・Ｔ２） 

 

 

 

 

◎自分の間食をより

よくするためのめあ

てを決めている。 

【思考・判断・表現】 

（ワークシート・発言） 

 

６ 他教科との関連 

 ・技術・家庭科（家庭分野）：「中学生に必要な栄養素を満たす食事」 

 ・保健体育科（保健分野）：「食生活と健康」 

 

７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 使用教材 

 ○タブレット教材（Microsoft Excel）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○プリント用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


